
The	
  Discovery	
   of	
  Gas-­‐Rich,	
  Dusty	
  Starbursts	
  in	
  Luminous	
   Reddened	
  Quasars	
  at	
  z∼2.5	
  with	
  ALMA Banerji et	
  al.	
  MNRAS	
  resubmitted

z~2.5の減光の強い大質量type1	
  quasar	
  4天体をALMAで観測し、cold	
  dustと分子ガスを調べた。
• dusty	
  quasarはSMGから(減光を受けない)normal	
  quasarへの進化段階の天体であるという仮
説を検証した。

ü 一般的な銀河進化モデルでは、high-­‐z	
  SMGはUV	
  luminous	
  quasarになると考えられて
いて、FIR/mm-­‐bright	
  quasarが少ない(850um	
   detectのquasarが9/53@z~2,	
  
Priddey+03)。

ü FIR/mm	
  bright	
  quasarはSMGとUV	
  luminous	
   quasarの間の短い変遷期(~1Myr,	
  
Simpson+12)に当たるのかもしれない

• 全4天体でcold dustと分子ガスは検出された。
ü 減光を受けたquasarでは、大量のガスが存在し、激しい星形成を行っていることを示
唆する結果。

• 遠方quasar(z>6)でのCOの検出は精力的に行われている(89天体)が、cosmic	
   noon(1.5<z<3)の
quasarでのCOの検出例は少ない(13天体)。

ü その多くはレンズ天体のため、ガスやダストの分布を調べるのは難しい(同じ銀河内
でも場所ごとに増光率が異なるから?)。

ü 本論文では重力レンズ効果を受けない天体をターゲットとする

広視野サーベイで得られたreddened	
   quasar候補天体のうち分光で特定された~20天体の中の4天体。
Av=6.0の最も強い減光を受けている天体から、Av=2.5の平均的な減光の天体を対象。SFR=350-­‐6000	
  Msun/yr
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Fig.	
  3
最も空間分解能の高い天体のCO(左)とdust(366GHz,	
  右)の分布。
ü high-­‐x	
  quasarのgasは核に分布するが、 SMGの低電離ガスは>10kpcに広がる→

reddened	
   quasarはSMGに近い
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ü ただしquasar,	
  SMG,	
  reddened	
  

quasarのsize,	
  inclinationが同じ
と仮定

SMG,	
  quasar,	
  reddened	
  quasarの関係を明かす
には、さらなるサンプルの構築が必要


